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１．１背景 

電車が人身事故などで止まってしまった時どの列車に乗り換えればいいのか、道に

迷ってしまった時にここは何処なのか。とっさの出来事に対してどうすればいいのか

分からなくなって色々調べている内に予定に間に合わなくなってしまう事がある。 

電車のルート検索してくれるシステムはネット上ではありふれている。それも十分

に便利なのであるが問題点としてその時指定した時間帯だけを基準にしてルートを教

えてくるので時間通りに電車に乗れなかったらどうすればいいのか、本当に間に合っ

ているのか不安になり、何度も検索をしてしまうという悪循環が存在している。また

自分が道に迷った時、電車のルートと現在位置、徒歩による目的地へのルート検出を

一辺に調べてくれるというのは余りないのも問題だ。また、その場で入力していると

時間がかかって折角の最短ルートを無駄にしてしまう事も多々ある。もし、事前に最

短ルートを知る手段があれば、調べているその無駄な時間を省く事ができ、最短ルー

トに乗っ取って行動する事が出来る。 

本研究の目的としては確実にルートを検出するためによりリアルタイムに近い状態、

またはリアルタイムに応じて適切なルートに変更し教えてくれる、そして自分の現在

位置から電車のルート、徒歩のルートを検出できるシステムを検討しようと考える。

ＰＣにスケジュールを予め入力する事によって予定に入っていた自分の行動にそって、

最適ルートをその場その場で教えてくれるＰＣと携帯の互換性も検討する。 

 

１．２目的 

 本研究の目的はスケジュール機能とナビゲーションシステムを合わせる事で現場で

検索するというタイムロスを無くし、スムーズに自分の予定通りに動く事をサポート

するサービスを実装する事にある。 

目的地に着くためにいつも使っている電車が事故などによって使えなくなってしまっ

た場合に、より適切に目的地へのルートを検出する。また、自分が入力したスケ

ジュールをその日、その時間帯に教えてくれる仕組みの実現を目標とする。入力した

スケジュールデータは携帯の情報出力に相互する仕組みとないっている。 

 

１．３本論文の構成 

本編は第２章で、現在あるサービスを紹介し、そのサービスの現状と問題点を比べながら

述べる。第３章では２章の問題点をここからどうすればいいのか、解決策を検討する。第

３章の解決策から独自のサービスの設計を展開する。４章で展開したサービスをプログラ

ム的に紹介する 
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２．現在存在する各サービスの現状と問題点 

２．１ i コンシェル  

 i コンシェルは ＮＴＴdocomo が提供するサービスで、本人が忘れたくない情報や

すぐ目的地の情報を調べるためにそれを記録し、その場所に近づくと本人の求めてい

る物をサーチしてくれるオート GPS サービスなどを実装している。他にも終電の時間

を伝えてくれる終電アラームや使用者の場所に応じた気象情報を伝えてくれるサービ

スだ。 

 

図２．１．１「i コンシェルイメージ画像」 

 

 

i コンシェルの利点 

i コンシェルの最大の利点は、スケジュールにそった計画を練る事により、移動する

ときにスムーズに行動が出来るという点だ。この点は今回私が作ろうとしているサー

ビスと類似している所がある。このサービスはスケジュール表を整えるだけでなくそ

のスケジュールに存在するデータを参考に様々なサービスを展開することができる。

ＧＰＳ機能によるルート検索はもちろんの事、そのルート地域の気象情報やその地域

で行われるイベントの情報のお知らせ、自分の趣味にそった人気店の紹介なども i コ

ンシェルは教えてくれる。 

 i コンシェルは機能が充実しており、ＧＰＳ一つ取るだけでも様々なサービス展開を
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行っている 

 

図２．１．２「オートＧＰＳ対応機能」 

表２．１．１「対応機能の紹介」 

オートＧＰＳリマインド 使用者がスケジュールに登録しておいた場所に近づくと、

入力した内容をお知らせする 

ご当地マチキャラパスポート 訪れた場所のご当地キャラが出現してコレクションでき

る。人気が高い。 

終電アラーム 現在地から最寄駅までの時間を検索し、本人が遅れないよ

うに事前にアラートを掛けてくれる。 

オートＧＰＳ気象/地震情報 現在地周辺の気象に警報などの問題があればそれを伝えて

くれる。 

オートＧＰＳインフォメーション 現在地に応じて情報サービス提供者が配信するインフォ

メーションを受信することができる 

駐車場満空情報 おでかけナビなどで設定した目的周辺の駐車場情報を受信

できる 

i コンシェルの欠点 

i コンシェルの欠点はＰＣと携帯の互換性がほとんど無い点が問題だ。携帯で色々出

来るという事をモットーにしているのはいいが、スケジュールの設定がＰＣではなく

携帯でしか出来ないというのは惜しいと感じた。細かい設定をするときもあるのにそ

れを全部携帯で行うのは不便ではある。全てを携帯で設定するため、スケジュールを

組むために必要な情報がほしい時に時間がかかってしまうのも問題。ＰＣで出来る所

はきちんとＰＣで入力したい所だ。 

i コンシェルには様々なサービスが存在するが利用者にとって、役に立ってないサー

ビスが多数存在するようだ。一例として Google カレンダーを携帯で見られるという
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サービスをしているようだが、現在では使用不可能という事になっている。Google カ

レンダーと相互関係をもっていてくれれば、カレンダー通りに i コンシェルのシステ

ムが動いてくれるという理想のシステムが出来てくれるのにと思うと残念でならない。

以上の例のように i コンシェルには存在はしているけどまだ実装にいたってないサー

ビスや、利用者にとってほとんど意味のなさないサービスが数多く存在しているが現

状である。 

 

２．２ 駅探 

駅探とは、株式会社駅探が提供するインターネット上の交通情報提供サイトである。

駅の検索システムとサイトが融合しているサイト、上の表示では駅の検索システムを、

下のサイトではサイトのサービスが有料で使えるようになっている。制限はかかるが

駅検索システムは無料で利用することが可能。 

 

 

 

図２．２．１「駅探のイメージ画像」 

 

・駅探の利点 

出発地点と到着地点を書く事で、その間の最短ルートと時間を教えてくれる。 

ルートは一つだけでなく、安い料金で行く方法や一番早く行く方法などの派生ルート

も表示してくれる。遅延などが発生した場合に駅の検索を掛けると検索ルートに

「！！」とマークが新しく付き、このルートは遅延が発生している事を教えてくれる。

出先で郵便局やＡＴＭ、コンビニなどを探すのにも便利である遅延が発生した場合に

検索すると警告してくれる。警告があった場合に遅延している場所を避けて通る非常
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ルートも教えてくれる。日時と時間は自動で現在の物に設定してくれているので、駅

を入力するだけで最短ルートを表示してくれる。 

「駅探のサービス紹介：駅探の乗り換えサービス”ekitan”」 

・各サービスの選択 

まず「ekitan」にある四つのサービスを選択できる。「ekitan」には「乗り換え案

内」、「終電、始発案内」、「時刻表」、「バス時刻表」のサービスが存在する。 

① 乗り換え案内：乗車駅と下車駅を選択し、その駅の最適ルートを検索してくれる

サービス。一度検索した駅はｍｙ駅として登録され、履歴に残るようになっている。

時刻設定は、初期設定ではサービスのＷＥＢを開いた時間に設定されており、手動

で変更が可能。 

 
図２．２．２「”ekitan”サービス①乗り換え案内 」 

② 終電・始発案内 

 

乗り換え案内の終電、始発電車版。指定した乗車駅と下車駅の始発終電情報を教えて

くれる。 
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③ 時刻表 

 
駅名を入力することによってその駅の時刻表を表示する事が出来る。確認したい曜日、

方面は駅名を検索した後に選択できる。 

・欠点 

ＷＥＢ上にあるので検索するにはウェブに繋げる手間がかかる。検索結果はその時

点の検索結果である事、新しい情報を得るには再検索する必要がある常に自分が検索

した結果だけしか表示されないので新しい情報を入手するには時間がかかる。この

サービスが駅の乗り換え案内に特化したサービスなのでＧＰＳには対応しておらず、

徒歩のルートを検索するのには向いていない。電車の乗り換えだけなら他のサービス

にも劣らないが、その先のルートを検索するのならば他のサービスを利用したほうが

いい。結果として駅探は、検索結果が簡潔に表示されている。 

駅名を入力 

表
示 

確認したい方面、

曜日を選択 
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図２．２．３「駅探の問題点一例図」 

 

図２．２．３のように詳細が表示されないのが欠点で、情報を得るのは早いが道に

迷ってしまった場合、せっかくの最適ルートの意味が無くなってしまう場合がある。 

一旦検索したデータはそのままで表示され、再入力しない限り変わる事がないので、

表示される駅情報は、ほとんど問題なく通常運行が成されている前提の情報のために

１００％信用はできない。遅延が発生して運行が止まっている状況でも警報は流れる

が運行時間は通常通りの物が表示されている事があるので、緊急時にはこのサービス

は対応しきれていないのが現状である。 

 

２．３ .NAVITIME 

 ＮＡＶＩＴＩＭＥは株式会社ナビタイムジャパンが提供する、総合ナビゲーション

サイトだ。トータルナビという、電車、徒歩、バスなどの様々なルートを交通手段か

ら最適のルートを探し出してくれるシステムを使って、利用者をサポートしてくれる

サービスを提供してくれる。目的地を入力してその場所の現在位置を地図で表示して

くれ、そこから出発地点を検索すればその最適ルートをサーチしてくれるというシス

テムになっている。 
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図２．３．１「ＮＡＶＩＴＩＭＥ イメージ画像」 

・ＮＡＶＩＴＩＭＥの利点 

ＮＡＶＩＴＩＭＥは目的地の名前を入力だけで、そこが何処であるかを検索し、地

図で表示、詳細情報を建物であれば電話番号も明記してくれる。会員になればそこに

行くための出発地点からのルート検索や、検索した場所をＭｙ地点として位置情報を

保存することも可能だ。周辺の人気スポットも自動で表示してくれる所も利点の一つ

だ。携帯が古くて、情報が表示されるまでに時間がかかって使いづらい場合や、ルー

トを示してくれれば大体わかる場合には、トータルナビのルート地図確認を使えばす

ぐに行き先を把握する事ができるのが便利だ。 

「ＮＡＶＩＴＩＭＥ”トータルナビ”」 

①目的地設定 

まず出発地点と到着地点を入力する事でそのルートが表示できる地図が表示される。

下の覧では今まで調べた地域や建物などの自分が入力したキーワードが履歴として表

示されており、クリックする事で出発地点と到着地点を入力する事が出来る。 
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図２．３．２「目的地入力図」 

 

図２．３．３「ＮＡＶＩＴＩＭＥ トータルナビルート検索図」 

 

検索をするとこのように地図が表示され、出発地点と目的地を道なりに繋いで表示し

てくれる。左にはそのルートの詳細が詳しく表示され、詳細設定を確認する事ができ

る。 

・ＮＡＶＩＴＩＭＥの欠点 
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まずＮＡＶＩＴＩＭＥには i コンシェルのスケジュールを設定するサービスは存在

しないため、自分の予定が組めず、行きたい所にはその場で入力しないといけないた

め、手間がかかる。また様々なサービスをいっぺんに展開するタイプなので純粋に素

早くルートを検索する場合では余計な情報も表示してしまうためにややこしく感じる

事がよくある。 

 ＮＡＶＩＴＩＭＥは他のサービスに比べて操作性が悪い。トータルナビを使用する

にも、駅探の操作性に比べて、一つ一つの手間がＮＡＶＩＴＩＭＥにはあって使い辛

かった。 

 

２．４ いつもＮＡＶＩ 

「いつもＮＡＶＩ」は株式会社ゼンリンデータコムが提供するサービスだ。様々な

ルートジャンルで道案内をしてくれるアプリを提供してくれるサイトで、３Ｄ画像で

カーナビのように配信する「車ルート」、自分の位置情報や地図で最適ルートを示し

てくれる「徒歩ルート」最寄り駅までの道案内と乗り換え情報を公開してくれる「電

車＋徒歩」ルートがある。一つのサービスでオールラウンドなナビゲーションを提供

する事をモットーとしている。 

 

図２．４．１「いつもＮＡＶＩイメージ画像」 

 

・いつもＮＡＶＩの利点 

アプリ一つで車、徒歩、電車の三つの状況に対応出来るので、汎用性が高い。ＧＰ
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Ｓで位置情報も表示してくれるので、地図などで自分が何処に向いているか、どの方

向に向かえばいいかも正確に教えてくれる。いつもＮＡＶＩはＰＣとの互換性もあり、

パソコンで入力した情報を携帯で確認する事も可能だ。ＰＣで自分のオススメのルー

トを 100 個まで保存する事が出来て、携帯から保存されたルートをいつでも見て、確

認する事が出来る。 

 

図２．４．２「いつもＮＡＶＩ フリーワードルート検索図」 

 

・いつもＮＡＶＩの欠点 

いつもＮＡＶＩは便利ではあるものの、このサービスが始まってから色々と問題が

あった。２００９年２月頃、「いつもナビ地図＋ルート」発売。待望のナビシステム

が実装されたが、ゼンリンデータコムが、アップル社に規定上による制限を掛けられ

ていたために、音声ナビ、自動リルート検索、道路標識拡大表示の機能が取り付けられな

かった。値段も１８００円と iPhone アプリとしては高額の値段だった。２００９年８月

頃、「いつもＮＡＶＩ」発売。「いつもナビ地図＋ルート」とは別アプリとしてこれを

販売、既存のユーザーが取り残される形となる。既存ユーザーに詳しい説明をしない

まま、曖昧な対応が続いたために、ユーザーに不信感を持たれる結果となった。 

２００９年８月頃「いつもＮＡＶＩ Lite」リリース。「いつもナビ地図＋ルート」

がＶｅｒ２．０と名前を変更されて、実装。これまでの「いつもナビ地図＋ルート」

の機能は問題なく使う事が出来る。ナビパックと呼ばれる物が販売され、これを購入

すると、「いつもＮＡＶＩ」と同機能となる。 
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図２．４．３「いつもＮＡＶＩといつもＮＡＶＩ Lite 比較表参考図（出所ひとぅブ

ログ」 

この図２．４．３はひとぅブログさんの所から拝借したものである。この図を見て

分かるように現在のいつもＮＡＶＩのサービスは二つに分かれていて、最初のサービ

ス「いつもナビ地図＋ルート」から購入している人には不遇の対応をされている。一

つのサービスに絞らず差別化させてしまった結果、ユーザーから不満の声が今も絶え

ないのが現状だ。 

 

２．５サービスを比較したまとめ 

表２．５．１「現状のサービス比較表」 

サイト名 操作性 ＧＰＳ ＰＣとの互換性 スケジュール 

i コンシェル ○ ○ △ ○ 

駅探 △ × × × 

NAVITIME × ○ × × 

いつも NAVI ○ ○ ○ × 

 

４つの携帯サイトを調べた結果、基本的にどのサービスでもＰＣとの互換性が無い

という事がわかった。i コンシェルはスケジュールを設定するシステムなので互換性を

期待したがスケジュールなど全ての操作は携帯で行う物で、ＰＣによる操作ではな

かった。駅探はＰＣでもＷＥＢサイトでサービスを利用する事が出来るが、携帯と同

じく、駅の検索をするだけで、出来る事は変わらないのでＰＣでする意味はほとんど

無いと言える。互換性があるとすれば、ＰＣの方のルート検索結果を携帯にメールで

転送できるが、このシステムを使う意味はほとんどないだろう。 

検索スピードは流石に現在の最先端を行くサービスといった所で、各時それぞれの

対策を施してあった。GPS 機能は i コンシェル、ＮＡＶITIME には搭載してあったが



15 

 

駅探には搭載してなかった。駅探はあくまでも駅の乗り換えサービスを重視している

からだと思われる。スケジュールを設定するサービスは i コンシェルにしか搭載され

ておらず、他のサービスはその場で検索する事によって位置情報と最短ルートを教え

てくれるというスタンスを取っている。 

 次に、現場で検索するサービスとスケジュールで検索情報を決定しておくサービス

を比較してみる。 

現地で検索するサービスの利点：いつでも好きな時間に行きたい場所を検索できると

いう自由度がある利点がある。細かい場所の検索が必要かどうか現地でないと分から

ない時もある。調べ忘れた時の確認などに便利である。 

事前に検索情報を決定するサービスの利点：あらかじめ設定してあるので余裕を持っ

て行動するのに適している。目的地をベースに入力していればそれを基礎として、情

報の検索を行える。それによって新たに目的地を再入力する必要がなくなり無駄が減

る。 

 

２．６現在あるサービスでの問題点 

まず、一番の問題点の現場で検索する事でのタイムロスをなんとかしなくてはなら

ない。現状の駅乗り換えサービスや、ルート検索サービスはその場で携帯などを使っ

て調べるタイプ、駅探、ＮＡＶＩＴＩＭＥ、いつもＮＡＶＩがそれに当たるが、それ

らを使用している最中に電車が来てしまった事がよくあり、それが乗るべき電車なの

かを確かめられずに最適ルートから外れてしまう。これは、携帯の機能をうまく使え

ないという事もあるが、ＧＰＳが頼られていない、使うのが面倒臭いと思われている

と考えられる。駅探とＮＡＶＩＴＩＭＥはサイトからルート検索を行うのでどうして

も i モードと通信をする時間がかかる。そのためにタイムロスを無くすには現場で検

索をしないといけないという状況の解決を本研究で行いたい。この点だけで考えれば、

i コンシェルのサービスは、事前に予定を組み込めば、現場で検索を掛ける必要性がな

いので優秀といえる。 

 

２．７携帯に搭載されているＧＰＳの普及率と使用率 

現在日本でＧＰＳ搭載の携帯電話保有率は４４．１％で、その中でＧＰＳの利用頻

度が低く、ほぼ毎日利用するユーザーはたった５．８％しか使われていない事がわ

かった。 
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図２．７．１「携帯電話のＧＰＳ機能普及率出所（モバイル機能に関する調査）」 

 

図２．７．１を見ると、２００７年現在はＧＰＳを搭載されている携帯は、４４．

１％で、分からないと答えているユーザーの中にＧＰＳが搭載されている携帯が搭載

している可能性を考えると半数はＧＰＳが搭載されているだろう。ＧＰＳのこの普及 

率にくらべ使用率はほぼ利用しているユーザーが５．８％にしか達していない。 

現在ではまだまだユーザーにとって日常に溶け込んでいるわけではないようだ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図２．７．２「ＧＰＳ利用頻度」 
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３．評価と解決策への検討 

３．１スケジュール表の作成による時間ロスの軽減 

 この場合現場での情報入力ではなく、ＰＣ側によって、あらかじめ、自分の予定と

して、出発地点と目的地を設定しておけば、その場の時間ロスを軽減する事が出来る。

携帯側はあくまで情報をＰＣで入力した自分のスケジュール表どおりの目的地とルー

トを表示する側にしておく。スケジュール表としても成り立つため、いざ自分の行き

たかった場所を調べる時にＰＣでスケジュールを書きこんでおけばすぐに情報を得る

事が可能になるはずだ。 

転
送
さ
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ー
ト
デ
ー
タ
を
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、
表
示

せ

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
予
約
を
設
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予
定
通
り
に
な
る
よ
う
に

ル
ー
ト
が
設
定
さ
れ
る

予
定
の
時
刻
に
な
っ
た
ら

ア
ラ
ー
ト
で
知
ら
せ
る

ＰＣ プログラム プログラム 携帯

前日作業
当日作業

データを転送

 

図３．１．１「解決策の検討１」 

 

例えば「自宅から 7 時に出発 8 時までに○○駅に着きたい」とスケジュール表に設

定する。当日時間になると携帯にアラートが鳴り、自宅から○○駅に着くようにルー

トと地図を表示する。電車での乗り換えの場合は「8 時に○○駅から出発、□□駅に

行きたい」とＰＣで入力して、携帯のほうで乗り換え情報とかかる時間を表示してく

れるよう最適ルートを表示してくれるようにする。 

もし人身事故などで遅延が発生した場合、携帯側にアラートを掛け、今現在のルート

に遅延が発生している事を伝え、別ルートを指示し、変更を求めるようにする。そう

する事で、緊急事態にも対応する事が出来る。 
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図３．１．２「解決策への検討２」 

 

 次に、駅で遅延状況の発生による対応をいち早く伝えるために、「駅探」のような

検索時に情報を伝えるのは遅い。理想では自分の乗る駅に遅延が発生した瞬間に伝え

なければ意味が無い。解決するには、スケジュールに予約した駅の情報をいつでも流

せるように設定し、その駅に問題が発生したらメールで本人の携帯に伝えるシステム

を作れば遅延による時間のロスを軽減させる事が出来る。また他のルートで目的地に

付けるように別ルートの情報も一緒にメールで伝えられるといいだろう。本研究では

手軽にルート情報を得られる事を重点にしているために i コンシェルやＮＡＶIＴＩＭ

Ｅの位置情報周辺の詳細を一遍に送りつけるのは問題点でもある。解決策としてスケ

ジュール設定で必要な情報だけを流すようにし、本人には使えない情報を軽減するよ

うに検討する 
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４．設計 

４．１基本サービス 

利用者

情報選択

①サーバー

②ルート情報

電車

徒歩

バス

情報照らし合わせ

情
報
提
供

（時間、遅延情報など）

ＰＣ

設定

・ルートの設定
・状況の確認
・変更
・保存

スケジュールプログラム

③現場 携帯

互
換

 

図４．１．１「サービスイメージ」 

① サーバー 

スケジュールプログラム：スケジュールの設定やルートの状況を設定し、どのよう

な状況であるのかを確認し、そのルートに問題があるようであれば修正、問題がない

ようであればルート情報を保存し、現場にいる利用者に情報を提供する。ＰＣ側の操

作では自分のスケジュールを設定し、サーバーに保存しておく。スケジュール表を組

み立てる事で、現場で検索させる事の手間を省き、スムーズに移動する事が出来る。

常に見ておきたい情報がスケジュールとして登録されていれば現場で何度も同じ情報

を入力して確認を取らなくて済む事も考慮している。ＰＣと携帯に情報をつながるよ

うにし、当日予定の時間になったらアラートを掛けるように設定する。当日、急にス

ケジュールが変わってしまい変更したい時のために、携帯からスケジュールプログラ

ムのホームに入れるように設定する事もできる。 
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図４．１．２「スケジュールプログラムに自分の携帯情報を登録」 

② ルート情報 

最適なルートであるかどうかの情報（図４．１．１参照）スケジュールで設定されてい

る情報とルート情報が最適であるかどうかを確認する。最適だった場合、ルート情報はス

ケジュールプログラムのサーバーに保存される。 

③現場：携帯とＰＣに互換できるようにメール送信で登録をする。基本的な動きは

図４．１．１の様に機能するようにする。携帯の操作は簡単なものにし、基本ワン

タッチで操作できるようにする。スタートを自宅からの徒歩ルートを表示、ＧＰＳで

地図と、そのルートを検索、表示する。目的地に到着したら画面を押して次のルート

検索に移行、次の乗車ルート、または徒歩ルートに入る。何か途中で問題があって止

まってしまう事があった場合、戻らなければならない時は、一旦ストップをかけて、

位置情報を残し、保存する。また移動するときはもう一度ワンタッチして情報を今の

時間、状況を再認識して表示するようにする。 

乗車ルートではスケジュールに登録された乗車駅と降車駅の最短ルートと乗り換え

る駅、かかる時間帯を表示する。もし、人身事故などの理由で遅延が発生した場合、

アラートを鳴らして表示してくれる。非常ボタンをおせば最初のルートとは別のその

時の最短距離を表示するようにする。最適なルートを利用者に提供する。（図４．１．

１参照）スケジュールに会うように利用者のルートに会うように複数用意し、利用者

は携帯を使って用意されたルートを選択する。選択されたルートに問題が発生した場

合にはルート上に問題が発生している場所を省き再検索した後に、利用者に再びルー

ト情報を提供するようにする。 
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４．２問題が発生した時の対応 

サーバー
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ルート上に
問題発生がした場合

④
別
ル
ー
ト
を
選
択
す
る

 

図４．２．１「ルート上に問題が発生した場合」 

もし自分の最適のはずだったルートに問題が発生した時の対処（図４．２．１を参

照） 

①問題発生を知らせる：通常では最適だったルートであったのが、交通整理などでバ

スの渋滞があったり、駅内での人身事故などが原因の遅延が発生していたりして、本

来通るはずだったルートに問題が発生してスケジュール通りにいかなかった場合、問

題が発生している事をスケジュールプログラムに連絡する。 

②別ルートを検索のための設定確認：このルートに問題が発生した場合、どこにルー

トを変更すればいいのか、予定と照らし合わせるようにする。 

③問題解決後、情報を再提供：予定と問題を照らし合わせて新しい最適ルートの検出

が完了したら現場にいる利用者に情報を再提供する 

④再提供された別ルートを検索する：再検査されて送られてきた新しい最適ルート情

報に乗り換えるかどうか利用者が選択する、乗り換えた場合は新しい最適ルートから

本人の合う用に実行する。 

 

4.3 設計についての機能説明 

①ユーザー登録 

まずサービスを使用できるように、ユーザー登録をする。 

・氏名 
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・住所 

・ユーザーＩＤ 

・パスワード 

・ＰＣのメールアドレス 

・携帯のメールアドレス 

以上の項目を書き込んだら設定を確認するメールを送信する。設定完了のメールが返

信されたらメールに記載されているＵＲＬからスケジュール表サービスのホームペー

ジに飛んで設定完了。次から設定したユーザーＩＤとパスワードを入力してログイン

する事でサービスを利用できるようになる。 

②スケジュール表設定 

登録が終わったら次はスケジュール表プログラムのホームに行ってスケジュールの

設定を行う。目安になるタイトルや、ルート情報に必要な設定もここで行う。 

予定日を設定：カレンダーの曜日に自分の予定を組み込む。0:00 から２３：５９まで

の表記からクリックする事で予定の時間を設定する事が出来る。 

タイトル設定：予定確認の目安にするために各予定にタイトルをつける。 

詳細設定：予定をつけた場所の詳細設定を入力する。その予定内で行動する出発地点

と目的地、乗車駅や降車駅などの最適ルートを検索するのに必要なデータも入力する 

携帯互換設定：設定されたデータは当日携帯にアラームで教えるようするかどうかを

設定する。携帯からスケジュールホームにユーザーＩＤとパスワートを入力する事に

よって、設定をしておけば、当日ルート情報を携帯に流してくれるという方針だ。 

 ③当日のルート案内サービスの操作 

予定を設定されてある当日に、アラームで携帯に「○○時から予定が設定されてお

ります」と予定がある事を知らせてくれる。次に目的地に行くための最適ルートを複

数用意され、利用者はその中から自分に合っている物を選択する。選択されたらその

最適ルートの詳細データを利用者の携帯に送信する。ルート情報の種類は三種類で、 

徒歩ルート：利用者の位置情報と地図データをオートＧＰＳによってまとめて、現在

地と目的地を検索し、最適なルートを地図上に表示してくれる。徒歩ルートの中間に 

電車ルート：現在の時間から予定に設定してある乗車駅と降車駅を参考に、乗り換え

時間表の情報を教えてくれる、駅に降りて目的地がまだある場合は、本人の位置情報

を読み取りそこから新しい、徒歩ルート、電車ルートに移行する。 

それぞれのルートから、利用者がそれを使用する道に入った時に、オートＧＰＳに

よって位置情報を検索し、誘導してくれるサービスとなっている。 

 ⑤問題発生による対応サービス 

 設定されたルートを移動している際にも、ルート上に問題が発生した場合、それを

アラートで利用者に教えてくれる。アラートで問題のルートを教えると同時に新たに

問題を回避できるルートを提供する。 
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５．既存のサービスとの比較と評価 

 

５．１スケジュールを利用したサービスの比較と応用 

スケジュールを管理するサービスとして、Google カレンダーというものがある。

Google カレンダーはウェブ上で自分のスケジュールを設定して、管理する事の出来る

サービスだ。あらかじめ設定しておいたスケジュールは、当日思い出せるようにメー

ルなどでアラートして教えてくれるサービスとなっている。スケジュールは携帯でも

閲覧することが可能で、予定が気になった時はいつでもスケジュールの確認を取る事

が出来る。Google カレンダーはＰＣと携帯の互換性のとれたサービスといえるだろう。 

これを応用して本研究ではこの Google カレンダーのサービスを応用して、ナビゲー

ション設定役として使う事にする。基本的なサービスとして図４．１．１を参考とす

る。 

 

図５．３．１「Google カレンダーホーム」 

こちらが Google の設定画面の全体図で、この画面では自分の設定したスケジュール

が簡潔にカレンダーに表示されている、詳細を見たい時はその設定されているスケ

ジュールをクリックすれば下の図５．３．２の画面になる。 
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図５．３．２「Google カレンダー詳細設定図」 

設定したスケジュールを携帯に利用するには「カレンダーホーム」→「マイカレン

ダー」→「設定」の「モバイルの設定」で自分の携帯に Google カレンダーに繋げる事

が出来る 

 

図５．３．３「モバイルの設定画面」 

 

５．２オートＧＰＳを利用したサービスの評価 

現在のサービスは利用者の無知や毛嫌いされている意見を含め、まだまだ普及率が

足りないくらい現状が起きるくらい、問題点を抱えている。ＧＰＳ携帯の普及率は日

本全体の約４割を占めるが、使用率はわずか約１割しか占めないという現状がある。

ＧＰＳの有用性は主に、「道案内（ナビゲーション）」、「現在位置の確認」「緊急

時向け安全サービス」「携帯電話の位置探し（人探し）」などが挙げられる。これだ

けを見てもＧＰＳは役に立つ機能ではあるが最近挙げられるのは i コンシェルの

「オートＧＰＳ」だろう。オートＧＰＳとは、利用者の情報をあらかじめ設定してお

く事で現在地を自動で計測してくれるというもので、初期状態ではオフとなっており、
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利用者が設定する事によって、利用できるようになる。i コンシェルではこのオート

ＧＰＳを利用したサービスを展開している。 

 

図５．１．１「オートＧＰＳを利用したサービス（出所「ドコモに聞く」サイト）」 

 

この i コンシェルのようにオートＧＰＳを利用すれば、設定した自分の予定をいち

早く伝える事が可能であるし、駅を降りて、徒歩のルートに入った時に自動的に新し

いルートコースの案内に移ることが実現できるだろう。 

 
図５．２．２「オートＧＰＳ利用法例」 
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「スケジュール表とオートＧＰＳの互換システム」スケジュールとオートＧＰＳの

機能を繋げるとこんな感じになる。スケジュール表にあらかじめ設定された予定は、

オートＧＰＳの目安として設定され、今自分の行動によって、情報を開く、といった

流れになる。 
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６． まとめと今後の課題 

６．１まとめ 

本研究ではその場で素早く自分のスケジュールに間に合うように位置検索と最適

ルートをサーチ、表示出来るようにする事を目的とし、二章で現在ある類似サービス

を検討、その利点や問題点を比較した。現状のサービスでも使いやすさや、最適ルー

トを検索する正確さはあるものの、現場で検索しなければならないという問題は解決

してない所が多く、不満を述べるユーザーも多かった。３章ではその問題点をまとめ

て、どのような解決策があるのかを検討した。４章で今までの問題点を踏まえ、解決

策を実行できるような設計を促した。第５章では既存のサービスと本研究のサービス

を比較し、既存のサービスを本研究の応用として取り組んでいる。 

 

６．２今後の課題 

今回現状の類似サービスを自分で使って試しはしたが、この利点や問題点は自分の意

見にしか過ぎず、他の人がどう思っているのか、アンケートを取る時間がなかった。

今後の課題としてアンケートや調査を行い、広いデータを取った後、利点や問題点を

より深く検討していきたい。今回はシステムの設計、実装にまで至らなかったので、

今考えているシステムの実装にまで着色し、そこからまた使えるかどうか、実験して

データを取り、そこからさらにより手軽に使えるようにシステムを建築しくのが今後

の課題である。 
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